
　　　　

2024 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 子どもたちのために

事業所名 きっずぱーくこうべ I 作成日支援プログラム（児童発達支援）

・朝の会や終わりの会で天気、日付、曜日の把握とスケジュールカードを用いて、一日の過ごし方の確認を行います。
・活動や遊びを通して、数、大小、長短、重さ、色の違い等の習得のための支援を行います。

・自分のしたいことを伝える、手伝ってほしい時に援助を求めるなど、生活の中で自分自身を大切にするために必要な行動を、適切な場面で発揮出来るように支援します。
・一人一人の発達段階に対応するコミュニケーション手段を選定し、安心して意思の伝達ができるように支援します。
・活動を通して文字や数字に興味、関心が持てるように支援します。

・朝の会や活動を通して、模倣行動を促し、社会性や対人関係の発達を支援します。
・会話や触れ合うなどのコミュニケーションを通して、人との関係を意識し、身近な人との信頼関係を構築していきます。

支援方針 １対１を基本に、楽しく。子どもらしさを大切に。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

季節の行事（お花見、夏休みの水遊び、ハロウィン、クリスマス会、初詣など）

家族支援

・定期的な個別面談の実施
・保護者情報交換会の実施（年一回予定） 移行支援

・保育園や就学への移行がスムーズに出来るように他機関との連携を図っ
ていきます。

地域支援・地域連携

・近隣の公共施設の利用（公園、図書館、児童館など）
・近隣の商業施設への買い物実施 職員の質の向上

・外部、内部の研修実施
・スタッフミーティングでの情報共有の実施

支　援　内　容

・持ち物の管理、道具や遊具の用意と片付けなど、環境の整備を自発的に行えるように支援します。
・心身の健康状態の把握し、生活リズムの形成を支援します。
・大人や友達とのやりとりを楽しめるよう、職員が援助し、放課後子ども達が安心して過ごせる場所を提供します。

・朝の会など挨拶時の姿勢指導や、卓上での活動での姿勢を保持を促していきます。
・粗大運動（走る、跳ぶ）や微細運動（握る、摘まむ）などの要素を取り入れた活動を提供し、運動機能や指先の巧緻性が高められるように支援します。
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